（第1版）

応募申請書提出様式

平成26年　　月　　日

我が国の未来を拓く地域の実現に関する調査研究
応募申請書

青字斜体の文言は記入例又は注釈になります。提出時は削除してください。
	申請者
	大学等名称
	△△大学

	
	代表者役職・氏名
	△△大学　学長　　研究　太郎

	
	所在地
	〒


	申請概要
	調査研究名称
	本調査研究の名称を５０字以内で記載してください。（e-Radの研究開発課題名に記載する内容と同一にして下さい。）

	
	想定地域（※1）の地理的範囲
	特定の市・県や、近隣の都道府県が連携した地域等、「目指すべき姿」を掲げている地域の地理的範囲を記載してください。

	
	想定地域の「目指すべき姿」の概要とその根拠（※2）
	上記想定地域が掲げている目指すべき姿の内容について、その根拠を踏まえ２００字程度で記載してください。

例：〇〇県科学技術政策大綱（２０▲▲年●月）制定　Ｐ▲▲

高齢社会に対応するためのモニタリング活動の推進

　〇〇県は高齢化社会に対応した県民の健康管理のためのモニタリング活動を推進しており、将来的には・・・・・・（略）。
（参考資料があればe-Radにて参考資料ファイルとして提出することができます。）

	
	想定地域の「目指すべき姿」に貢献できると予想される提案大学等の研究シーズ
	上記想定地域が掲げている目指すべき姿に貢献できると予想される提案大学等の研究シーズについて概要と理由を２００字程度で記載してください。
（参考資料があればe-Radにて参考資料ファイルとして提出することができます。）

	調査研究代表者
	大学等名称
	△△大学

	
	氏名（ふりがな）
	

	
	研究者番号
	12345678(e-Radへ登録した際に付与される8桁の番号を記載してください)

	
	所属部署・役職
	〇〇研究科◆◆専攻　教授

	
	連絡先
	TEL　：

E-mail：


※1想定地域：「目指すべき姿」を掲げており、申請者である大学等の研究成果がその実現に貢献できると想定される地域。
※2「目指すべき姿」の根拠：想定地域の科学技術イノベーション政策やホームページ等で明示されているもの。

１．調査計画及び調査方法

　以下①～⑤について【調査計画】、【調査方法を】それぞれ200字程度にて御記入ください。
①想定地域が抱える課題及び「目指すべき姿」の把握
	【調査計画】

「目指すべき」姿の詳細分析、目指すべき姿の実現に向けた課題の分析、特定、等について調査計画を記載してください。

	【調査方法】

外部委託業者による調査、各種委員会での議論、機関内及び他機関に対するヒアリング、アンケート、既存の調査結果の利用等、上記調査を行うための具体的な手法について記載してください。


②①の「目指すべき姿」を実現するために必要となる研究シーズの分析、特定と技術調査
	【調査計画】

「目指すべき姿」を実現する上で必要となる想定地域内の研究シーズと同シーズを有する研究機関及び研究者の特定、提案機関が現在保持している研究シーズ及び知的財産の強み・弱み、競合技術等の有無及び将来的な強化策に関する調査・分析、等について調査計画を記載してください。

	【調査方法】

外部委託業者による調査、各種委員会での議論、機関内及び他機関に対するヒアリング、アンケート、既存の調査結果の利用等、上記調査を行うための具体的な手法について記載してください。


③「目指すべき姿」を実現するために必要な研究機関との連携の可能性
	【調査計画】

「目指すべき姿」を実現する上で必要となる想定地域外の研究シーズと同シーズを有する研究機関及び研究者の特定、他地域の大学等との協力関係等の状況、連携への参加主体、研究機関・企業等を取りまとめるマネジメント機能の検討、等について調査計画を記載してください。

	【調査方法】

外部委託業者による調査、各種委員会での議論、機関内及び他機関に対するヒアリング、アンケート、既存の調査結果の利用等、上記調査を行うための具体的な手法について記載してください。


④社会実装・事業化を見据えた地方自治体・企業との連携可能性
	【調査計画】

「目指すべき姿」を実現する上で基礎となりうる関連産業の集積状況、将来的に社会実装や事業実施の主体となりえる具体的な想定地域の企業とその連携状況、想定地域の自治体との協力のあり方（特区の運用状況、新たに必要となる規制緩和の把握、予算措置の見込み等、社会実装を図る上で行政が担うべき役割の分析）、「目指すべき姿」の実現に向けたこれまでの取り組み実績あるいは準備状況（府省庁の補助金等の獲得実績、研究会の開催等）、地域が有する先端機器・設備の「目指すべき姿」の実現に向けた活用方法、等について調査計画を記載してください。

	【調査方法】

外部委託業者による調査、各種委員会での議論、機関内及び他機関に対するヒアリング、アンケート、既存の調査結果の利用等、上記調査を行うための具体的な手法について記載してください。


⑤予想される社会的効果
	【調査計画】

「目指すべき姿」を実現することにより、新たに創出され得る市場の規模、予想される市場占有率、波及効果、解決される社会的課題、等について調査計画を記載してください。

	【調査方法】

外部委託業者による調査、各種委員会での議論、機関内及び他機関に対するヒアリング、アンケート、既存の調査結果の利用等、上記調査を行うための具体的な手法について記載してください。


２．実施体制

（１）実施体制図
　本調査研究の実施体制について、責任者、実務担当者を明記するとともに、役割分担がわかるように図形式で記載してください。
（２）参加者リスト

　本調査研究に参画する機関の機関名と主な参加者を記載ください。

　欄が足りない場合は追加してください。
	区分
	所属機関名

	氏　名
(e-Rad番号)
	部署、役職
	専門分野
	本調査研究の役割分担
	エフォート（※）
	実施場所

	○○　○○

（　　　　　　　）
	○○研究科○○専攻　教授
	
	
	○％
	△△大学

	○○　○○

（　　　　　　　）
	○○研究科○○専攻　准教授
	
	
	○％
	△△大学

	○○　○○

（　　　　　　　）
	○○研究科○○専攻　ポスドク
	
	
	○％
	△△大学


※エフォートは、総合科学技術・イノベーション会議におけるエフォートの定義「研究者の年間の全仕事時間を100％とした場合、そのうち当該研究の実施に必要となる時間の配分率（％）」に従い記入してください。なお、「全仕事時間」とは研究活動の時間のみを指すのではなく、教育・医療活動等を含めた実質的な全仕事時間を指します。
【補足事項】
その他、参加者に関して、補足すべき事項がありましたら記述してください。
３．実施スケジュール

　事業実施スケジュールについて、工程表の作成も含め、具体的に記述してください。
４．その他

　本調査研究を受託するに際し、要望事項等があれば記載してください。
５．資金計画
提出前に、表の縦横の計算が合っているか、今一度御確認ください。

本調査研究にかかる支出内訳（直接経費、間接経費、再委託費の合計）を千円単位で記載してください。（調査研究期間は平成26年11月～平成27年2月末を想定してください。）

（注１）予算額には消費税を含めた金額を記載してください。

（注２）間接経費は事業運営費(事業経費ではありません)30％を上限とし、整数で記載のこと。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

支出内訳書

（単位：千円）

	区　分
	科　目
	予算額
	積　算　内　訳

	１．事業費
	
	
	・新たに設備、備品、消耗品等を購入するための経費

・調査研究の遂行に必要な旅費

	２．人件費
	
	
	・調査に係わる作業等を行うアルバイト代

・それに共なる通勤交通費、労災保険料等

	３．再委託費
	
	
	・全調査を他機関に一任する形ではなく、調査遂行上必要な委託費

	４．その他
	
	
	・上記の他、当該調査研究を遂行するために必要な経費

（会議費、委員会費、通訳費、通信費、印刷紙、報告書作成費等）

	５．間接経費
	
	
	直接経費の30％を上限

	６．合　計
	
	
	


６．他の事業への申請状況
· 主な調査研究参加者が、現在受けている、あるいは申請中・申請予定の国の競争的資金制度やその他の研究助成等制度での助成等について、3,000万円以上のものに限り、制度名ごとに、研究課題名、研究期間、役割、本人受給研究費の額、エフォート等を記入してください。
· 記入内容が事実と異なる場合には、採択されても後日取消しとなる場合があります。
	＜注意＞
· 「不合理な重複及び過度の集中の排除」に関しては、公募要領「＊．ＪＳＴの関連事業における重複応募の制限について」（7ページ）をご参照ください。
· 現在申請中・申請予定の研究助成等について、この研究提案の選考中にその採否等が判明する等、本様式に記載の内容に変更が生じた際は、本様式を修正箇所が分かるように修正の上、巻末のお問い合わせ先まで電子メールで連絡してください。


1． 主な調査研究参加者（１）：氏名　○○　○○　　（数値等は記入例です）
	制度名1)
	科学研究費補助金 基盤研究(S)

	研究課題名
（代表者氏名）
	○○○○○○○○○○
（本人）

	研究期間
	H23.4－H28.3

	役割2)(代表/分担) 
	代表

	予算規模
	100,000千円

	配分額
(1)本人受給研究費3)　
　　　　　(期間全体)

(2) 〃 (H25年度 配賦)

(3) 〃 (H26年度 予定)

(4) 〃 (H27年度 予定)
	(1) 60,000千円
(2) 14,000千円
(3) 11,000千円
(4) 11,000千円

	エフォート(％)4)
	20

	今回の提案課題との関連
	簡潔に記述してください


	1)  現在受けている、又は採択が決定している助成等について、本人受給研究費（期間全体）が多い順に記載してください。その後に、申請中・申請予定の助成等を記載してください（「制度名」の欄に「（申請中）」等と明記してください）。
2)  「役割」は、代表または分担等を記載してください。
3)  「本人受給研究費」は、本人が受給している金額（直接経費）を記載してください。
4)  「エフォート」は、年間の全仕事時間（研究活動の時間のみならず教育・医療活動等を含む）を100％とした場合、そのうち当該研究の実施に必要となる時間の配分率（％）を記載してください（総合科学技術・イノベーション会議における定義による）。本プログラムに採択されると想定した場合のエフォートを記載してください。
・表が足りない場合は、追加してください。


2． 主な調査研究参加者（２）：氏名　○○　○○　　（数値等は記入例です）
	制度名1)
	厚生労働省科研費

	研究課題名
（代表者氏名）
	○○○○○○○○○○
（本人）

	研究期間
	H24.4－H28.3

	役割2)(代表/分担) 
	代表

	予算規模
	45,000千円

	配分額
(1)本人受給研究費3)　
　　　　　(期間全体)

(2) 〃 (H25年度 配賦)

(3) 〃 (H26年度 予定)

(4) 〃 (H27年度 予定)
	(1) 45,000千円
(2) 10,000千円
(3) 5,000千円
(4) 5,000千円

	エフォート(％)4)
	20

	今回の提案課題との関連
	簡潔に記述してください


	1)  現在受けている、又は採択が決定している助成等について、本人受給研究費（期間全体）が多い順に記載してください。その後に、申請中・申請予定の助成等を記載してください（「制度名」の欄に「（申請中）」等と明記してください）。
2)  「役割」は、代表または分担等を記載してください。
3)  「本人受給研究費」は、本人が受給している金額（直接経費）を記載してください。
4)  「エフォート」は、年間の全仕事時間（研究活動の時間のみならず教育・医療活動等を含む）を100％とした場合、そのうち当該研究の実施に必要となる時間の配分率（％）を記載してください（総合科学技術・イノベーション会議における定義による）。本プログラムに採択されると想定した場合のエフォートを記載してください。
・表が足りない場合は、追加してください。


1

